
暮らしの雑学

　気象予報などで耳にするこの言葉。
なんとなくは分かりますが、正しくは
どう違うのでしょうか？

　雲から雪が落ちる途中で、気流に
押し上げられたり落下したりを何度
も繰り返すと、最後は氷の固まりに
なって落ちてきます。
　この固まりの直径が５ミリ未満を
「あられ」、５ミリ以上を「ひょう」と
呼びます。「ひょう」は大きなものは
ゴルフボールや野球のボールくらい
になることもあるので、予報が出た
際は注意しましょう。

「あられ」「ひょう」「みぞれ」の違い

　「みぞれ」は、雪が降ってくる途中
で一部の雪が溶けて雨になり、溶け
なかった雪と一緒に混じって落ちて
くる現象のことを言います。
　ちなみに、みぞれは観測分類上は
雪に含められるのだそうです。

参考：気象庁ホームページ　よくある質問集「雨・雪について」より


